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原稿の準備 

 
原稿は英語で提出してください。英語で出版されます。 

原稿と図面等は電子ファイルでの提出となります。ファイル形式については

Acceptable File Formats を参照してください。 

• LaTeX の場合は AGU template を使用。Formatting Toolkit の解説を参照。 
\def や \newcommand は使用禁止。特に # が付く場合。（図、表、数式には 
\ref または \label は使用可。参照文献には \cite は使用可） 

• MS Word および Corel WordPerfect では、Times New Roman フォントの 12
ポイント、ダブルスペース。 

• 原稿には行番号を付ける。 
• 言語は米国英語を使用。 
• すべての段落でインデントまたはスペースを 1つ挿入。 
• 数式または表は画像にしないこと。MathType を使用。またはシンボルか

通常のテキストを使用。 
 

原稿の各要素 
 
原稿ファイルは次の順番で構成してください。 

題名のページ：著者名、所属、住所を含める。 
摘要 
本文（付録や注釈を含む） 
謝辞 
参照文献リスト 
図の説明文 
ダイナミックコンテンツの説明文 
表 

原稿の各要素についての概要が本ガイドに記されています。AGU に投稿する際、

最も間違いやすいポイントについて、チェックリストが本ガイドの後半に掲載さ

れています。ご参考まで、完全な AGU の文法およびスタイルガイドは、AGU 
Grammar and Style Guide でダウンロードできます。 

 
題名 
題名は明確で内容を伝えた簡潔なものにしてください。また、文章にはしないで

ください。略語は使わず完全に書いてください。 
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著者 
著者とは本研究や本記事の準備に大きく貢献した個人であり、共著者は全員が記

事の提出に責任を持ちます。各著者の名前を列挙してください。団体は著者とし

ては使用できません。著者の基準を満たさない団体や貢献者は、謝辞のセクショ

ンで適切に記述してください。全著者について郵便番号を含めた完全な住所を記

載してください。大学や所属には部門や研究所名を入れてください。 
 
摘要 
摘要は、本研究論文の性質について簡潔に述べ、重要な結論を概括してください。

通常、250 ワード以内で１つの段落になります。摘要で使用した略語はすべて定

義し、参照文献からの引用は避けてください。 

 

本文 
 
表題 短い原稿（コメントや返答）の場合を除き、本文はセクションに分割し、

各セクションに表題を付けてください。各セクションはアラビア数字（例：1, 2, 
3）で番号付けしてください。サブセクションは 1.1., 1.2.; 1.1.1., 1.2.1; 1.1.1.1.と
番号を付けて 4 レベルまでにしてください。各セクションには最低でも 2 つのサ

ブセクションを含めるか、またはサブセクションなしにします。 
 
注釈 注釈の内容は本文に含めます。注釈は所属や補足データにのみ使用しま

す。 
 
参照文献 次の例のように、名前・日付順で参照番号なしでブラケット内に入

れてください。…[Smith et al., 2009]… または Smith et al. [2009] show…。 

数式 方程式などの数式は画像にしないでください。数式は文章の一部として

読めるように、句読点を付けてください。単独で表示される数式は、本文内で参

照される場合、番号を付けてください。この場合、数式の番号は数式の右側の括

弧内に書き入れます。本文内の数式は、順番に番号を付けてください（セクショ

ンごとではなく）。付録の数式は、本文とは別に番号を付け、付録名の文字を先

頭に付けてください。（例 Appendix A の最初の数式は(A1)） 

• 変数は斜体、ベクトルや行列は太字、変換は筆記体、テンソルはサンセリ

フ体を使ってください。 
• Word では、文字位置を上下する際、上付き文字や下付き文字を使ってく

ださい。フォントを大きくしたり小さくしたりしないでください。 
• 度数シンボル (°) を使ってください（“o” や“0”の上付き文字は不可）。 
• 指数が分かりにくく長い場合は  e ではなく exp を使用してください。 
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• 負の指数を用いたわかりにくい分数式は避けてください。 
• 本文ではソリダス分数 (l/r) を使用してください。 
• 括弧については曖昧さを避けるために次の順番を使ってください。丸括弧、

角括弧、中括弧 ――{ [ ( ) ] }。 
 
注釈 注釈とは本文に使用したパラメーターとその定義をリストアップしたも

のです。次に例を示します。注釈セクションは必須ではありませんが、パラメー

ターをすべて本文で定義する必要がでるため、数式を多用する原稿には注釈セク

ションを使用することが推奨されます。 
 

c        rate of soil accumulation, m/yr. 
d        median grain size of water-deposited material, μm. 
D        distance of the locus of points, m. 
h        elevation of the rock stream channel at a particular time ti, m. 
 

謝辞 
謝辞は同僚や財政支援者に限ります。個人的な支援や原稿制作者には必要ありま

せん。 
 
参照文献 
本文、表、図に引用した出典はすべて参照文献に掲げる必要があり、また、参照

文献に掲載した出典はすべて本文に引用されている必要があります。補足データ

にのみ引用された出典は、論文の参照文献に掲載する必要はなく、補足データの

readme ファイル内に別の参照文献として掲載してください。 
 
引用文 出典は、著者名と発行年を使って本文に記述します。例えば、in earlier 
studies [Johnson, 2009] または…as given by Johnson and Smith [2008] などとします。

なお、著者名は斜体で記し、また引用の括弧内で著者名の後にコンマが付くこと

に注意してください。 
• 3 人以上の著者を引用する場合、最初の著者名の後に et al. を付けてくだ

さい。[Zhang et al., 2005]。 
• 2 つ以上の論文を引用する場合、括弧内にセミコロン（;）で分けてくだ

さい。[Forbes et al., 1999; Hausler and Wu, 2001]。 
• 同じ著者から 2 回以上続けて引用する場合は 1 つにまとめてください。

[Jones, 1999, 2001; Jones and Tuller, 2003, 2004; Jones et al., 2006, 2008]。 
• 同年に出版された同一著者の 2 つ以上の論文を分けるには、年度の後に a, 

b, c, 等を付けてください。[Park, 1995a, 1995b; Park et al., 2001a, 2001b, 
2001c]; 対応する文字は参照文献の発行年にも付けます。 

• 著者名は書籍としてではなく（引用前に“in”ではなく）、人物として扱い
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ます。例えば、“shown in Smith et al. [2005]”ではなく “shown by Smith et al. 
[2005]”とします 。また、“can be found in Smith et al. [2005].”ではなく“is 
(are) given by Smith et al. [2005]” とします。 

 
参照文献リスト 参照文献は、最初の著者の名字をアルファベット順で並べま

す。この際、文字順に厳密に並べてください。例えば Lefer は Le Pichon より前

に、また Sanders は St. Amant より前になります。 
 同じ最初の著者については次の順で並べます。最初の著者のみは年代順。共

同著者 1人を追加する場合はアルファベット順、次に年代順で。共同著者 2人以

上を追加する場合は年代順のみ。最初の著者が同姓で名前が異なる場合、名前の

イニシャルでアルファベット順に並べます。同年発行の場合、a,b,c を追加して

区別してください。 
Smith, R. (2000a), .... 
Smith, R. (2000b), .... 
Smith, R. (2003), .... 
Smith, R., and F.  A. Allen (2001), .... 
Smith, R., and L. A. Frank (1998), .... 
Smith, R., and L. A. Frank (2001), .... 
Smith, R., and Scientific Shipboard Party (2005) 
Smith, R., D. H. Roberts, and J. Jones (1998), .... 
Smith, R., F.  A. Allen, and T. L. Baker (1999), .... 
Smith, T. (1998), .... 

最初の著者のイニシャルと名字のみを名字、イニシャルの順で並べます。発行年

は出典ごとに記載します。出版準備中の出典は今年としてください。 

DOI デジタル・オブジェクト識別子（DOI）とは、デジタル環境で知的財産権

を識別し交換するためのシステムです。DOI は、2002 年から AGU ジャーナルの

記事に引用する際に必要になりました。DOI が分かっている場合は、非 AGU 刊

行物用に使用するようにしてください。 

以下に一般に引用される参照タイプを例示します。 

ジャーナルの記事 著者、発行年、記事の題名、ジャーナル名、巻号、ページ／引用

番号を記載してください。 
 
Deng, A., and D. R. Stauffer (2006), On improving 4-km mesoscale model simulations, J. Appl. Meteorol. 

Climatol., 45(3), 361–381, doi:10.1175/JAM2341.1. 
Fang, X., M. W. Liemohn, A. F. Nagy, J. G. Luhmann, and Y. Ma (2009), On the effect of the Martian 

crustal magnetic field on atmospheric erosion, Icarus, doi:10.1016/j.icarus.2009.01.012, in press. 
Wang, C. (2005), A modeling study of the response of tropical deep convection to the increase of cloud 

condensational nuclei concentration: 1. Dynamics and microphysics, J. Geophys. Res., 110, D21211, 
doi:10.1029/2004JD005720. 

Yum, S. S., and J. G. Hudson (2002), Maritime/continental microphysical contrasts in stratus, Tellus, Ser. B, 
54, 61–73. 

 



 

 5

書籍 著者、発行年、書籍の題名、発行元、発行元の所在地を記載してくださ

い。編集された書籍を引用する場合、以下のとおり編集者を著者とします。該当する場

合は書籍のシリーズや巻号を記載してください。 
 
de Marsily, G. (1986), Quantitative Hydrogeology: Groundwater Hydrology for Engineers, Academic, San 

Diego, Calif. 
Klotz, S., and N. L. Johnson (Eds.) (1983), Encyclopedia of Statistical Sciences, John Wiley, Hoboken, N. J. 
Tape, W.  (1994), Atmospheric Halos, Antarctic Res. Ser., vol. 64, AGU, Washington, D. C. 

 
書籍の章 著者、発行年、章の題名、書籍の題名（“in”を前に付ける）、章のページ、

発行元、発行元の所在地を記載してください。該当する場合は編集者、書籍のシリーズ

や巻号を記載してください。 
 
Langmuir, C. H., E. M. Klein, and T. Plank (1992), Petrological systematics of mid-ocean ridge basalts: 

Constraints on melt generation beneath ocean ridges, in Mantle Flow and Melt Generation at Mid-
Ocean Ridges, Geophys. Monogr. Ser., vol. 71, edited by J. Phipps Morgan et al., pp. 183–280, AGU, 
Washington, D. C. 

Tapley, B. D., and M.-C. Kim (2001), Applications to geodesy, in Satellite Altimetry and Earth Sciences: A 
Handbook of Techniques and Applications, edited by L.-L. Fu and A. Cazenave, pp. 371–406, 
Academic, San Diego, Calif. 

 
報告書と地図 著者、発行年、報告書／地図の題名、発行元／スポンサー、発行元の

所在地を記載してください。報告書ないし地図に番号／指示記号がある場合は、斜体で

記載します。読者に入手できない報告書の場合、未発表の文献として本文に引用します。

報告書内の章は以下のように引用します。 
 
Bentor, Y., and A. Vroman (1960), Arava Valley, with explanatory text, in The Geological Map of the Negev, 

rev. ed., sheet 19, scale 1:1,000,000, Isr. Geol. Surv., Jerusalem. 
Brown, R. J. E. (1967), Permafrost in Canada, Map 1246A, Geol. Surv. of Can., Ottawa, Ont. 
Moridis, G. J. (1998), A set of semianalytical solutions for parameter estimation in diffusion cell 

experiments, Rep. LBNL-41857, Lawrence Berkeley Natl. Lab., Berkeley, Calif. 
Trask, N. J. (1986), Size and spatial distribution of craters estimated from Ranger photographs, in Ranger 8 

and 9 Analyses and Interpretation, Tech. Rep. 32-800, pp. 251–260, Jet Propul. Lab., Pasadena, Calif. 
 
論文 著者、発行年、論文の題名、論文の任命者（学位を含む）、学術機関、学術機

関の所在地を記載します。 
 
Brittle, K. F. (2001), Vibroseis deconvolution: Frequency-domain methods, M.S. thesis, Dep. of Geol. and 
Geophys., Univ. of Calgary, Calgary, Alberta, Canada. 
 
 
学会の論文 著者、開催年、発表論文の題名、学会名（“paper presented at”として）、主

催者、開催場所を記載します。学会で発表された論文が書籍やジャーナルに発表された

場合、その形式で記載します。できれば2年以上前の学会論文からの引用は避けてくだ

さい。その学会で発表された研究結果として発行した書籍やジャーナルの記事を引用す

るようにしてください。 
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クできるようにウェブ上に掲載します。大幅な変更は編集主任のレビューが必要

になります。 
 
修正ファイルは再びプロセス会社に送られ、アーカイブ、ウェブ用、プリント用

の最終ファイルに処理されます。すべての修正の反映、HTMLリンクの動作、ジ

ャーナルのウェブサイトへの記事の掲載は、スタッフによって慎重に確認されま

す。これで記事は正式に発行されます。 
 
増刷 
すべてのジャーナルで電子的な増刷が利用できます。費用負担をされた著者には、

ユーザー名とパスワードが送られ、私的利用の範囲で同僚と共有することができ

ます。送られたユーザー名で200回までアクセスできます。1アクセスでHTML版
とPDF版の双方の記事を閲覧できます。 
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間違いやすいポイント 
 

AGU の原稿で最も間違いやすいポイントのチェックリストを以下に示します。

このチェックリストに従って原稿をチェックしてください。 
 
• 題名のページに入れる著者をすべてリストアップし、全著者の完全な住所

を記録しておく。 
• 英国英語ではなく米国英語を使用する。 
• 注釈した内容は本文に含める（注釈は所属や補足データにのみ使用）。 
• 略語は初回の使用時に定義する。 
• 日付は国際日付形式に変更する：25 January 2003（表内。月は省略可） 
• 個条書きは（・）ではなく番号を振る。 
• 数字と単位の間にスペースを 1つ挿入する。（.）は使用しない。 
• 本文中の数式は頭から順番に番号を振る。セクションごとに番号を振らな

い。ただし付録の数式は本文の数式とは別に番号を振る。 
• 数式は画像ではなく編集可能にする。 
• AGU スタイルに従って参照する出典を記載：名前・日付順で参照番号な

しでブラケット内に入れる。…[Smith et al., 2009]… または Smith et al. 
[2009] show…。 

• 上記の説明に従って出典ごとに完全な情報を提供。 
• 出典はすべて本文で引用し、本文内の引用はすべて出典を提供する。 
• 表は画像ではなく編集可能にする（Excel ファイルで提供も可）。 
• 地図を含む画像には、最低 2 地点の緯度と経度を示す。 
• LaTeX：\newcommands は使用しない。特に # 付きの場合（出典の引用に 

\ref 、\label、\cite コマンドは可）。 
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表の例 
 
Table 1. Fitted Parameters of the Waxman and Smits Equation Relating Soil Electrical 
Conductivity and Water Saturation for the Three Soils Investigated in This Studya 

 
Fsat n 

σs 
(S/m) 

Avignon silty clay loam 5.48 5.96 0.359 
Collias loam 4.54 1.88 0.109 
Fontainebleau sand 4.62 2.58 0.036 
aSee equation (3). 
 
Table 2. Coefficients of Determination for Both Seasons When x Is the Topographic Index Using 
Total Periodsa 

Regression 
Equations 

6–22 Nov 2003 
 

2–22 May 2004 
10 cm 30 cm 10 cm 30 cm 

MD8 Surface 
Linear 0.13 (0.08) 0.35 (0.38)  0.00 (0.01) 0.03 (0.02) 
Logarithm 0.07 (0.07) 0.40 (0.39)  0.00 (0.02) 0.03 (0.02) 
Exponential 0.12 (0.07) 0.34 (0.41)  0.00 (0.02) 0.03 (0.02) 
Power 0.07 (0.14) 0.42 (0.39)  0.00 (0.04) 0.02 (0.02) 

MD8 Bedrock 
Linear 0.20 (0.10) 0.49 (0.48)  0.00 (0.01) 0.05 (0.03) 
Logarithm 0.11 (0.11) 0.50 (0.50)  0.00 (0.00) 0.04 (0.04) 
Exponential 0.18 (0.11) 0.45 (0.55)  0.00 (0.01)  0.05 (0.02) 
Power 0.09 (0.20) 0.52 (0.50)  0.00 (0.03) 0.03 (0.04) 

∞MD  Surface 
Linear 0.04 (0.02) 0.43 (0.57)  0.05 (0.00) 0.03 (0.01) 
Logarithm 0.01 (0.02) 0.55 (0.56)  0.02 (0.00) 0.01 (0.01) 
Exponential 0.03 (0.10) 0.42 (0.58)  0.05 (0.03) 0.02 (0.00) 
Power 0.01 (0.03) 0.56 (0.57)  0.01 (0.10) 0.00 (0.02) 

∞MD  Bedrock 
Linear 0.24 (0.14) 0.53 (0.76)  0.04 (0.00) 0.07 (0.02) 
Logarithm 0.11 (0.09) 0.73 (0.75)  0.01 (0.00) 0.02 (0.02) 
Exponential 0.22 (0.10) 0.50 (0.75)  0.03 (0.00) 0.05 (0.02) 
Power 0.09 (0.23) 0.73 (0.74)  0.01 (0.00) 0.01 (0.05) 
aHere r2 represents explained variation divided by total variation between averages of measured 
and estimated soil moisture using contributing areas for several regression analysis conditions 
such as computing algorithm, used topography, date, soil depth, and regression models. Linear 
equation is baxy += , logarithm equation is bxay += )ln( , exponential equation 
is exp( )y a bx= , and power equation is baxy = , where y and x are mean soil moistures and 
modeled contributing areas and a and b are constants for regression models, respectively. 
Numbers in parentheses are regression analysis. 
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GEMS クイックガイド 
 
原稿の提出方法 

1. GEMS ユーザーとして登録を行う。提出したいAGUジャーナルのホーム

ページに行き、“GEMS”リンクを選択する。登録が済むと、そのユーザ

ー名とパスワードで任意のAGUジャーナルに提出できる。 
2. ファイル形式の要件をチェックする。複数のファイル形式で原稿を提出す

ることができる。本文：Microsoft Word (.doc)、WordPerfect (.wpd)、LaTeX 
(.tex)、Portable Document Format (.pdf)。画像：EPS が望ましいが、TIFF も
可。データセット、アニメーション、付録などの補足データには、いくつ

かのファイル形式を使用できます。原稿提出時のファイル形式の条件は、

承認後の最終原稿のファイル形式の条件とは異なることに留意してくださ

い。 
3. GEMSサイトにログオンする。GEMSサイトの“Submit Manuscript”をクリ

ックして提出プロセスを開始する。 
4. 原稿提出フォームに記載する。著者、原稿、ファイル情報を記入する（摘

要、著者の連絡先、ファイル形式とファイル数、AGU索引用語を含む）。 
5. ファイルをアップロードする。提出する全ファイルの名前と場所を入力す

る。これによってあなたのコンピュータからGEMSサイトにファイルが転

送されます。 
6. ファイル転送を確認する。ファイルが転送されると、確認を求める画面に

なって、原稿番号と転送されたファイル数が表示されます。この画面で

“Continue（継続）”を選択すると、転送したファイルをPDFに変換するプ

ロセスが開始されます。 
7. ファイル変換を承認する。各ファイルの変換が成功したことを確認する。

この段階ではファイルのAdd（追加）、Replace（置き換え）、Delete（削

除）ができます。すべてのファイルに間違いないことを確認したら、

“Approve Converted Files（変換されたファイルの承認）”をクリックする。

電子提出原稿がジャーナルの編集部に確認されると、メールでその旨の通

知が送られてきます。 
 
提出原稿の状況確認 

1. ジャーナルのGEMSサイトにログオンする。 
2. “Live Manuscripts（ライブ原稿）” フォルダをクリックする。 
3. 自分の原稿番号と短縮した題名のリンクを選択する。このページの下の

“Check Status（状況確認）”リンクは、提出原稿についての詳細なトラッ

キング情報を提供します。 
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ジャーナルのスコープ 
Geochemistry, Geophysics, Geosystems (G3) は、地球や惑星のプロセスの化学、物

理、生物学についての研究論文を発表する電子ジャーナルです。特に学際的な論

文が推奨されます。G3 は、固体地球、水圏、大気圏、生物圏について空間的時

間的スケールでの観測的、実験的、理論的な調査研究などシステムとしての地球

の理解につながるオリジナルな科学的寄稿を求めています。G3 は、データ解析

や視覚化形式の革新的な活用を推奨する最先端の電子出版になるべく努力を行っ

ています。AGU および地球化学学会が発行しています。 
 
Geophysical Research Letters (GRL) は、他の研究者の研究に直ちに影響を与える

可能性のある科学的進歩を示す簡潔な研究書簡を発行します。GRL 書簡は、特

定の分野に専念する研究や、地球物理学会全般に応用する研究に関するものです。 
 
Global Biogeochemical Cycles は、地球圏や生物圏に関するグローバルな変化につ

いて広い領域の論文を発表します。このジャーナルは、地理学的に広範なスケー

ルの研究を対象としています。数十年、数千年、数百万年のタイムスケールで、

海洋、水文地質学、大気、地球外、地質学、生物学、人間を要因とした環境変化

および環境変化への対応が本ジャーナルの領域です。 
 
Journal of Geophysical Research (JGR) 地球、太陽、太陽系とその環境および構成

要素すべての理解につながる物理作用、化学作用、生体内作用についてのオリジ

ナルな科学的研究を発表しています。JGR は、現在 7 つの分野（大気圏、地球生

命科学、地球表面、大洋、惑星、固体地球、宇宙物理学）で構成されています。

セクションは科学界での変化に応じて追加・組み合わせが行われます。 
• JGR-Atmospheres 大気の物理や化学、大気生物圏、岩石圏、水圏の相互作

用。 
• JGR-Biogeosciences 過去、現在、未来の地球構造の地球生命科学、および

この研究の惑星研究への拡大。新たな分野である地球生命科学は、生物学

と地球科学の知的な相互作用に発展し、多様な空間的・時間的スケールに

わたって地球構造の機能を解明します。地球生命科学の研究は、各種の分

野から導き出した多様な証拠を活用して、地球、淡水、海洋の生態系や極

限環境について全体論的な理解を深めます。この分野のスコープ内の具体

的なテーマは、生物地球化学、地球生命科学、大気、陸地、大洋の生態系

相互作用、バイオミネラル化、極限環境の生命、宇宙生物学、微生物作用、

地圏微生物学、進化地球生物学のプロセスベースの理論的、実験的、フィ

ールドスタディーです。 
• JGR-Earth Surface は、時間的・空間的スケールで固体地球表面の形状お

よび機能に影響を与える物理、化学、生物学プロセス。具体的には河川・

風成・海岸の堆積物の移動、丘陵の塊体移動、氷河・周氷河活動、風化作



 

 16

用と土壌生成、火山活動と地殻変動の地表発現です。 
• JGR-Oceans は、物理学的・生物学的・化学的海洋学です。 
• JGR-Planets は、惑星、衛星、小惑星、環、彗星、隕石、惑星起源、惑星

発見の地質学、地球物理学、地球化学、大気圏、生物学、力学を扱います。

外因性の影響または地球と他の惑星の比較について研究する場合は地球の

研究が含まれます。 
• JGR-Solid Earth は、固体地球の物理と化学、地球の液体コア、地磁気学、

古地磁気学、海洋地質学／海洋地球物理学、鉱物、岩石、火山学、地震学、

測地学、重力、地殻物理学の化学と物理学。 
• JGR-Space Physics 大気・磁気圏物理学、惑星大気・磁気圏、惑星間・外

部太陽物理学、宇宙線、太陽圏物理学。 
 
Paleoceanography は、記録された水の沈殿堆積物の過去の状況の再建と変化の作

用に関するオリジナルな論文です。なかでも海底堆積物を対象としますが、淡水

環境の堆積物も扱います。過去の再建の手法については堆積学、地球化学、古生

物学、海洋学、地球物理学、モデリングも含まれます。寄稿論文は、地域側面の

みでなく、グローバルおよび地域的側面を強調したものです。なお年代はすべて

含まれます（現代アナログを含む先カンブリア時代から第四紀）。 
 
Radio Science は、物理学的問題に関する電磁現象の全側面についてのオリジナ

ルな科学論文です。本ジャーナルは、地球物理学的媒体、生物媒体、プラズマ、

人工の構造物による電磁波を通じた／相互作用による伝搬を扱います。具体的に

は、地球とその環境の遠隔探査の電磁相互作用の応用、電気通信、信号とシステ

ム、電離層、電波天文学が含まれますが、これに限られません。すべての周波数

（光学を含む）を対象とします。 
 
Reviews of Geophysics は、地球物理学とその統合力を発揮する将来の方向につい

て概説します。論文は招聘によりますが、読者および潜在的著者からの提案を歓

迎します。Reviews of Geophysics は地球物理学で現在活発な分野に以前の科学的

研究を客観的に抽出して取り入れます。寄稿論文は、この分野の全般的な進歩を

評価し、AGU が関与するすべての分野をカバーします。 
 

Space Weather: The International Journal of Research and Applications は、新分野

である宇宙気象と、テレコム、電力、衛星の航行といったテクニカルシステムに

与える影響に関するオンライン出版物です。宇宙気象の専門家の研究および最新

情報リソースを目標としています。Space Weather は、この分野における最新の

工学・科学研究について同領域の専門家による評価を受けた記事を出版します。

その中には、特定の宇宙気象現象に対するテクニカルシステムの反応、有害な宇

宙気象の影響について予報、航空宇宙システムへの自然放射線の影響についての

研究、世界中の政府機関の動向とコマーシャルセクターの宇宙気象活動について
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の最新ニュースと特集記事、意見交換の書簡や意見記事、当学会が直面する最新

問題についての論説があります。 
 
 
Tectonics は、分析・総合・統合的な地殻変動に関するオリジナルな科学論文で

す。論文は、大陸を主体とした地球岩石圏の構造と進化に限られます。Tectonics 
は、AGU と欧州地球科学連合との共同出版です。 
 
 
Water Resources Research は、水に関する社会科学および自然科学の研究を統合

した学際ジャーナルです。水文学、物理学・化学・生物学、社会科学・政策科学

など経済学、システム分析、社会学、法律を含めたオリジナルな論文を発行して

います。 
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各種リソースのリンク集 
 
Acceptable file formats（ファイル形式の条件） 
http://www.agu.org/pubs/authors/manuscript_tools/journals/formats.shtml 
 
Author Resource Center（著者のリソースセンター） 
http://www.agu.org/pubs/authors/ 
 
Author help（著者用ヘルプ） 
authorhelp@agu.org 
 
Auxiliary material guidelines（補足データのガイドライン） 
http://www.agu.org/pubs/authors/manuscript_tools/journals/auxiliary_material/index.shtml 
 
Copyright Transfer Information（著作権譲渡に関する情報） 
http://www.agu.org/pubs/authors/copyright.shtml 
 
GEMS ウェブサイトのURL—ジャーナルごと 
http://www.agu.org/pubs/authors/submission_review/ 
 
Graphics help（グラフィック用ヘルプ） 
graphics-help@agu.org 
 
索引用語 
http://www.agu.org/pubs/authors/manuscript_tools/journals/index_terms/index.shtml 
 
Manuscript status（承認後の原稿の状況）：審査段階ではGEMSを使ってください。 
http://www.agu.org/cgi-bin/ms_status/ms_status.cgi 
 
Multimedia presentation options（マルチメディア・プレゼン・オプション） 
http://www.agu.org/pubs/authors/manuscript_tools/journals/presentation.shtml 
 
Publication fees（出版費用） 
http://www.agu.org/pubs/authors/pub_fees/index.shtml 
 
Publication fee calculator（出版費用の計算） 
http://www.agu.org/cgi-bin/wc/wc.cgi 
 
Publication policies（出版ポリシー） 
http://www.agu.org/pubs/authors/policies/index.shtml 
 
Search publications（出版物の検索） 
http://europa.agu.org 
 


